間 潔 に イス ラム 法 を 学ぶ 


図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 


斎 牙 (サウ ワム) の 草 


1. 斎 式 (サウ ム ) : そ の 規定 と 徳 


葛 戒 (サウ ム ) : そ の 規定 と 徳 / 斎 戒 の 徳 / 斎 戒 の 命令 に 潜む 知恵 / 斎 戒 の 為 の 規定 / 斎 戒 の 
義務 の 条件 / ラマ ダン 月 の 斎 戒 / ラマ ダン 月 の 斎 戒 の 幾つ か の 徳 / ラマ ダン 開始 を 知ら せる 
こと / ラマ ダン 月 に 斎 戒 を 解除 する こと / ラマ ダン 中 の サラ フ (イス ラー ム 初 期 の 預言 者 の 
同胞 の 言行 


2. 斎 式 の 柱 、 許 可 、 奨 励 と 忌まわしい 行い と 
それ を 無効 に する も の 


斎 戒 の 柱 、 許 可 、 奨 励 と 忌まわしい 行い と それ を 無効 に する も の : 斎 戒 の 支柱 / 斎 成 中 に 許 
可 さ れる 行動 / 斎 戒 中 の 推奨 行為 / 斎 戒 中 に 忌まわしい 行為 / 斎 戒 を 無効 に する 事柄 


3. ラマ ダン 月 に サウ ム を 解く こと が 許可 され 
る 理由 事項 と 逃し た サウ ム の 支払 い 


ラマ ダン 月 に サウ ム を 解く こと が 許可 され る 理由 事項 と 逃し た サ 
必 が の 到 い (ラマ クン 月 サウ ム を 骨 く と が 誕 本 きれ る 理 南 
事項 / 逃 し た サウ ム の 支払 い ( 日 数 を 斎 戒 する ) 


4. 義務 で は な い (任意 の ) 
サウ ム 


義務 で は な い ( 仕 意 の ) 斎 戒 : 任 意 の 斎 戒 が 奨励 され る 日 / 斎 戒 が 禁止 され る 日 と 斎 戒 の 忌 
まわ し い 行 為 / 指 示 


5. カド ル の 和 夜 (みい つの 人 夜 ) 


員 2 ル (ライ アド トラ ルリ ドル に 則 介 UI (の 徐 衝 作り 000C/ ソ シラ イラ トッ 
SN 2 作 ジ PS の 目 還 


け / ラ イラ トル ・ カ ドル の 推奨 行為 


6. イ ァ テ イカ ー フ (お 尊 り ) 


(22 人 2 リン Em の の | 較 時 83828 | 228 AUIGE 7 2 謗 0 ピン BI 
条件 / イ ァ テ イカ ー フ の 期間 / ラ マダ ン の 最後 の 10 日 間 の イ ァ テイ カー フ / イ ァ テ イカ ー フ の 
間 に 許可 され る 行 謝 / イ ァ テ イカ ー フ を 無効 に する こと 


詠 式 (< サワ ム ) の 草 


斎 攻 (サウ ム ) 


目 次 
斎 戒 の 定義 
斎 戒 の 徳 
斎 式 の 臨 示 に 潜む 得 
サウ ム の 規定 
サウ ム の 義務 の 条件 
ラマ ダン 中 の サウ ム 


ラマ ダン 中 の サウ ム の 幾つ か の 徳 


ラマ ダン の 開始 の 創設 の 諸事 項 


ラマ ダン 中 に サウ ム を 解く こと 


ラマ ダン 中 の サラ フ (イス ラム 初期 の 
預言 者 の 同胞 ) の マナ ー 


言語 的 な 意味 : 
特定 の 物 の 消費 を 避け る こと で す 。 


イス ラム 法 に お いて の サウ ム の 意味 : 
偉大 な アッ ラー の 奉仕 と 服従 と し て 暁 か ら 


日 没 ま で 、 飲食 や 性 交 な ど を 控え る こと で 


に 図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 


・ そ の 規定 と 徳 


サウ ム の 徳 


{信仰 する 者 よ , あな た が た 以前 の 者 に 定め ら 
れ た よう に あな た が た に 斎 戒 が 定め られ た 。 芯 ら 
く あ な た が た は 主 を 異 れ る で あろ う 。 


( 斎 珠 は ) 定め られ た 日 数 で ある 。 だ が あな た 

が た の うち 病人 , また は 旅路 に ある 者 は , 後 の 
日 に (同じ ) 日 数 を ( 間 戒 ) すれ ば よい 。 それ 
に 耐え 難い 者 の 償い は , 貧者 へ の 給 養 で ある 。 す 
すん で 善い 行い を する こと は , 自分 の た め に 最も 
昌和 し あめ の だ の た の よく (その 作 促 を ) 全休 し た 
な ら ば , 斉 戒 は 更に あな た が た の た め に 良い で あ 
ろう 。 ラ マタ ー ン の 月 こそ は 。 八 琴 の 当 き と し 
て , また 導き と ( 正 邪 の ) 識別 の 明 証 と し て クル 
アー タク が トト き れ た た 月 で ある 。 それで あな だ が た の 
中 , この 月 ( 家 に ) いる 者 は , この 月 中 , 斎 戒 し 
な けれ ば な ら な い 。 病気 に か か っ て いる 者 , また 
は 旅路 に ある 者 は , 後 の 日 に , 同じ 日 数 を ( 斎 戒 
する ) 。 アッラー は あな た が た に 易 き を 求め , 困 
難 を 求め な い 。 これ は あな た が た が 定め られ た 期 
間 を 全う し て , 導き に 対し , アッ ラー を 讃え る た 
めで , 花 ら く あ な た が た は 感謝 する で あろ う .)} 
[ 雄 牛 草 183 節 一 185 節 ] 
サウ ム に は 越 つ か の 膨大 な 利点 と 沢山 の 報酬 が 
あり ます 。 そ の 位 を 絶賛 する た め 全 能 の アッ ラー 
避 サ ウム を 目 代 目 是 に 汗 ひ つり まし た 。 ア フー ラッツ 
ライ ラ が 休み だ た クト ドッ シー ハデ ィ ー ス に よる うと 参 
言 者 ( 彼 に 平安 あれ ) は 述べ まし た 。 「: 本 当 に 
アー ダム の 子 (人 間 ) の 全て の 行い は 、 そ の 10 倍 
か ら 700 倍 の 善行 と し て 倍増 させ られ る 。 偉大 か 
つ 苦 厳 な る アッ ラー は 仰っ た : 「 但 し サウ ム は 別 
で ある 。 それは われ の た め の も の で あり 、 わ れ は 
それ に (特別 な ) 報 把 を 授け る 。 (と いう の も サ 
ウム する 者 は ) われ ゆえ に その 欲望 と 食事 を 放 乗 
し が か が ら で ある 。 て し て (サワ ウム す る 着 の ) 旧 具 
は 、 ア ッ ラ ー の 伯 許 に お いて 解 香 の 香り より も 芳 
も VN も の が の 0 だ 。 (アル アフ ハ ハーリー と こう リム 
の 伝 了 束 ) 」 (合意 ) 


サワ ウム の 啓示 に 潜む 知恵 


偉大 か つ 苦 茂 な アッ ラー へ の 服従 と し て 彼 の 規 
定 に 従う た めで す 。 全 能 の アッ ラー は 仙 せ られ ま 
し た (の O く あたり の た に 0 と 見 0 で あろ ろう) 
[ 雄 和牛 章 183 節 ] 


サウ ム は 人 に 困難 に 耐え る 訓練 を 施し 、 自 ら を 
規律 づけ る こと を 教え て くれ ます 。 


サウ ム は 、 同 胞 の 痛み を 分 か ち 合 う 心 を 養い ま 
す 。 餅 え を 感じ る 時 心 は 優し く な り 貧 者 や 困 欠 
者 へ の 善行 や 奉仕 へ と いざ な いま す 。 


消化 器官 を 過 労 から 休息 させ 、 そ の 活力 と 回 復 
を 促し ます 。 


サワ ウム に 関す る 規定 


至高 の アッ ラー の 仙 せ られ る サウ ム は 2 種類 あ 
EF 


1. 義務 の サワ ウム 

義務 の も の に も 2 種類 が あり ます 。 

アッ ラー の し も べ に 初期 か ら 義 馬 と され た サウ 
み ム 。 ラ マタ ン 有 月 の サウ ム ほ イス ラ の 有朋 村 の -ー つ で 
す 。 

アッ ラー の し も べべ 自ら に よっ て 課せ られ た 義務 
の サウ ム 。 例 えば サウ ム は 契約 破 乗 や 不平 等 の 結 
果 の 罪滅ぼし の た めで す 。 


奨励 され る サワ ウム 


帳 高 で 壮大 な アッ ラー と アッ ラー の み 使 い に 推 
堪 さ れ た 全て の 種類 の サウ ム を 含み ます 。 この 例 
と し て 月 曜 と 木曜 日 の サウ ム 、 月 3 日 の サウ ム 、 
ム ハ ラ ム 月 10 日 目 、 ズ ー・ ア ル ニ テヒ ッ ジ ャ 月 の 初 
め の 10 日 間 と アラ ファ の 日 で す 。 


斎 戒 の 坪 務 の 条件 


1 イス プー= ム か ウム は 不得 仲 痢 だ は 
あり ませ ん 


義務 で は 


斎 戒 (サウ ム ) の 童 | 


2. 成人 : サウ ム は 子供 に は 義務 で は あり ませ 
ん 。 し か し サウ ム に 親しむ た め に 可能 で あれ ば サ 
ウム を 命じ た り 返 め る こと が で きま す 


3. 理 性 が 健常 な 者 : サウ ム は 障害 者 に は 義務 で 
は あり ませ ん 

4. 能 力 ,: サウ ム を 億 行 不 可能 な 者 に は 義務 で は 
あり ませ ん 

ラマ ダン 月 の サウ ム 

ラマ ダン 月 の サウ ム は 至高 の アッ ラー に 命じ ら 
れ た し も べ へ の 義務 で あり 、 イ スラ ム の 柱 で す 。 


至高 の アッ ラー は 仙 せ られ まし た : ( 信 仙 
する 者 よ , あな た が た 以前 の 者 に 定め ら 
た だ た よう に あ 六 た だ が か た! に 意 戒 が 定め られ た 。 
KR らく あな た が た は 主 を 思 れ る で あろ う j} 
[ 雄 牛 章 1 8 3 節 ] 

預言 者 (人 彼 に 平安 あれ ) は 述べ まし た : 2 
ラム は 5 柱 か ら 成 り ま す 。 そ し て 彼 は ラマ ダン 月 
の サウ ム に つい て 言い まし た ブ プ ハ ー リ の 伝承 . 


ラマ ダン 月 の 斉 戒 の 幾つ か の 
徳 

1. ラ マダ ン 月 に サウ ム を 行い 、 夜 の 礼拝 に 努め 
る こと で 過去 の 罪 が 許さ れ ま す 。 預言 者 は 述べ ま 
し た 。: 信仰 心 と 、 ご 春美 ゆえ の 努力 を も っ て ラ 
AN a Ne 
だ 信仰 心 と ポキ ドキ 


だ | 人 他 b、 ご 天 半 ゆえ の 半 太 を も っ て ラマ 
犯し た 罪 を 示さ れる 


2. 荘 厳 な る 夜 (ライ ラトル ・ カ ドル ) に 礼拝 す 
る 者 は 、 そ れ 以 前 に 犯し た 罪 を 赦 さ れ ま す : 信 爺 
心 と 、 ご 厩 美 ゆえ の 努力 を も っ て ライ ラトル カド 
レ に 礼拝 する 者 は 、 そ れ 以 前 に 犯し た 罪 を 氷 さ れ 
る o 台 意 ) 


合意 ) 


図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 に 


3. ラ マダ ー ン 期間 中 の 小刀 礼 (ウム ラ ) は 預言 
者 と ハッ ジ を 行っ た 者 と 報酬 に 関し て 同等 で す 。 
放言 者 は ペー OT 
は 、 私 と 一 緒 の ハッ ジ と 報酬 に 関し て 同等 で す 


(ムスリム の 伝承 ) 


4. ラマ ダー ン 期 間 中 は 、 大 国 の 諸 門 は 開け 放 
た れ 、 地 獄 の 諸 門 は 閉じ られ ます 。 そ し て シャ イ 
ター ン は か せ を つけ られ て 拘束 され る の で す 。 了 預 
言 者 は 述べ まし た : ラマ ダー ン 月 が 来る と 、 天 
国 の 諸 門 は 開け 放 た れ 、 地 獄 の 諸 門 は 閉じ られ 
る 。 そ し て シャ イタ ー ン は か せ を つけ られ (て 拘 
束 さ れ ) る の だ . (合意 ) 改 に な スリム は アッ ラ 
ー に 性 悔し 、 禁 じ ら れ た 事柄 を 避け る よう 努め 、 
引き 続き アッ ラー の ご 慈 斐 と 報酬 を 願い ます 


5。 。 ラマ クー ンジ 月 は ほ ク ルアー ン が 寺 示 きれ た 月 
で す 。 従 っ て クル アー ン を 読み まし ょ う : {ラマ 
ダー ン の 月 こそ は , 信 類 の 導き と し て , また 導き 
と ( 正 邪 の ) 識別 の 明 証 と し て クル アー ン が 下さ 
れ た 月 で ある .) [ 雄 牛 章 185 節 ] 


6. ラ マダ ー ン 月 は 上 覧 大 さと 慈悲 と 慈善 の 1 ヶ月 
で すず 、 イブ プシ アッ パ バーズ は 言い まし た 7 預言 者 
は 男性 の 中 で 最も 気 前 が 良く 、 ラ マダ ン 月 に は 更 
に 気 前 が 良かっ た で す 。 本 当 に 預言 terre 
ル に 出会っ た 隊 に 、 善 行 に 関し て 言え ば 吹き 込む 


(合意 ) 


風 よ り も より 良く 、 よ り 優し か っ た で す 。 


| 図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 


斎 戒 C サ ウム ) の 章 


ラマ ダン 月 の 始ま り の 合図 


ラマ ダン 月 の 開始 は 新 月 の 確認 に よっ て 始ま り 
ます 。 (1 
認 さ れる と 、 ラ マダ ン の 開始 を 示 呈 し ます 。 し か 
し な が ら 30 日 目 の 夜 の 日 没後 に 三日月 が 藝 り 、 ま 
た は 春 ま た は 空中 の 煙 の 為 に 観 祭 され な か っ た 場 
往 は 、 ジ シャ ーー パン 月 は 30 日 と 数 えろ られ まず すず 。 務 言 
者 は 次 の よう に 述べ まし た : 三日月 が 見 えた ら 斎 
戒 し 、 そ れ が 見 えた ら 斎 戒 を 解き な さい 、 し か し 
それ が 視界 か らら 隠れ た ら 、30 数 えな さい . (合意) 


ラマ ダン 月 に サウ ム を 解く こ 
と 


ラマ ダン 月 に 斎 戒 を 解く こと は 禁止 で 重大 な 罪 

で す 。 し た が っ て 正当 な 理由 な し に 斎 戒 を 解き 、 
アッ ラー へ の 層 悔 を 拒否 し た 誰 も が 、 そ の 年 に 斎 
戒 し た と し て も 、 そ の 一 年 の 間 の 斎 戒 は 受け 入れ 
られ な いて し ょ っ うっ 。 これ は 1 言 者 の 言行 に よる も 
の で す 。: 誰 も が 全能 の アッ ラー に 与え られ た 正 
当 な 理由 な し に 1 日 の 音 戒 を 解い た と し た ら 、1 
年 の 斎 戒 は 罪 の 償い と し て 十分 で は な いで し ょ う 
(アブ ・ ダ ウー ド の 伝承 ) 


次 戒 を 解い た こと に よる 神 は 重大 で す 。 ア ブ ・ 
ウマ マ ・ ア ルー バ ヒ リー の 伝承 に よる と 、 か れ は 
次 の よう に 預言 者 が 述べ る の を 聞き まし た : 上 肝 
眠 の 経過 中 に 2 人 の 男 が や っ て 来 て 私 の 上 腕 部 を 
抱え 、 私 填 は 険しい 山 へ と 向かい まし た 。 そ の 男 
な いと 伝え まし た 。 彼ら は 私 に 容易 に する と 言い 
まし た 。 私 が その 山 に 登り 0、 そ の 真ん中 に 到 舌 す 
と 、 大 声 が 聞こ えま し た 。 私 は 「 あ の 声 は 何で 
すか ? 」 と 尋ね まし た 。 彼ら は 「 そ れ は 地獄 の 住 
人 の 遼 喘 え で す 。」 と 言い まし た 。 そ し て 私 は 違 
う 場 所 へ と 連れ て いか れ 、 私 は 大 服 後 筋 か ら 吊 る 
きれ 、。 上 日 角 が 因 け 、 大 が し た た っ て いる 人 る 々 を 見 
まし た 。 私 は 「 彼 ら は 誰 で すか ?」 と 尋ね まし 
た 。 彼ら は 、 「 彼 ら は 斎 戒 を 解く 適切 な 時 間 の 
前 に 斎 戒 を 解い た 人 々 で す 。 」 と 言い まし た . 
( アブ ・ ダ ウー ド の 伝承 .) 


ラマ ダン 中 の (初期 の 預言 者 


の 同胞 ) サラ フ の マナ ー 
ムハンマド ( 彼 に 平安 と 祝福 あ 
れ ) は サラ フ (初期 の 預言 者 の 同 
胞 ) の 見 本 で し た 。 

イブ ン ・ ア ル ・ カ イー ム (アッ ラー の 和合 慈悲 が 
あり ます よう に ) は 述べ まし た 。 ラ マダ ン 月 の 預 
YEN ラマ ダン 月 に ジブ プリ ー ル が 
預言 者 と 共に クル アー ン の 修正 を し た よう に 全能 
NM 
最も 寛大 で 、 特 に ラマ ダン 月 は 更に 寛大 で し た 。 
預言 者 は ジブ リー ル に 出会っ た と き は 涼し い 風 よ 
り も 更に 寛大 で し た 。 (ザー ドゥ ル ・ マ アー ド ・ フ ィ ・ ハ 
ディ ー カ イリ ル ・ イ バー ド (2/30) ) 


ラマ ダン 中 の サラ ン フ (初期 の 預 
者 の 同胞 ) と クル アー ン 


ラマ ダン 月 の よう に 好ま れる 時 、 特 に ライ ラ ト 
ル ・ カ ドル ( 注 厳 な る 夜 ) を 待つ 夜 は 、 こ の 月 の 
この 時 の 利点 を 得 ら れる よう に 、 ク ルアー ン の 朗 
斉 を 増やし ます 。 

ラマ ダン 月 の 最初 の 和 は 、 イ マー ム ・ ブ ハー リ 
( 後 に アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 同胞 
を 集め て 、 礼 拝 を 先導 し て いた も の で し た 。 彼 は 
ー つ の ラク ア (アッ ラー へ の 礼拝 を 捧げ る 間 の ム 
スリ ム に よる 特定 の 動き の 単位 ) に 20 節 を 朗 語 
し 、 ク ルアー ン の 全て の 韻 を 終わ ら せ る まで 続け 
まし た ま ク ルアー ソン の 准 欠 の らら 3 人 の の 1 を スッ 
ー ル (夜明け ) 前 の 時 間 に 朗 計 し 、 毎 晩 サ ウム を 
解く 時 間 ま で に クル アー ン の 全て の 童 を 終わ ら せ 
の EL 條 は 次 の よ うに 言っ た も の で し 
た 。 「 ク ルアー ン 朗 請 を 終了 する た びに 、 ア ッ ラ 
ー が 受け 入れ て 下さ る ドゥ アー (祈願 ) が あり ま 
す 。 」 (シフ ァ ト ・ ア ル - サフ ワ (4170) ) 

シャ ー フ ィ ー の 伝承 に よる と 六 言 者 は ラマ ダン 
月 は サラ ー ト 中 に 閉 席 する 以外 に 、60 回 クル ア 
ー ン の 全て の 章 を 閉 調 し 終え まし た 。 (sksF 
ルー サザ プリ (5255) ) 


ミコ 


立つ 間 の 時 間 の 長 さ の 為 に 


競 戒 (サウ ム ) の 童 | 


サラ フ (初期 の 預言 者 の 同胞 ) と 
ラマ ダン 月 に 和 夜 の 礼拝 に 立ち 上 が 
る こと 

サー イプ ・ イ プン ・ ヤ ズ ィ ド の 伝承 に よる と 彼 
は こう 述べ まし た : オマ ン ・ イ ブン ・ ア ル - カタ 
ッ プ の 時 代 は 、 ラ マダ ン 中 に 20 ラ クア の 礼拝 で ク 
ルアー ン の 200 節 を 明 衣 し て いた も の で し た 。。 
オス マン * イ ブン シン アッ アァ ン の 時 代 は 、 和 れれ 拓 に 
自分 自身 を 杖 で 支え 
る 必要 が あり まし た . ( そ Z 章 は 100 よ り 多 いと いう 意味 で 


す 。 ス ナン ・ ア ル - ク ブラ の アル ・ - バイ ハ キ (2/699) 


アン ドッ ウッ ッ クイ ジン アビ ャ パク ル の 人伝 者 に 
よる と 「 私 は 父 が こう 言う の を 聞き まし た : ラ 
マダ ン 中 に サラ ー ト を 終え た 時 に は 、 使 用 人 は フ 
ァ ジ ャ ー ル の 時 間 が 来る の を 恐れ て 、 急 いで 食事 
を 準備 し た も の で し た . ( ム ワ ッ タ ・ ア ル - イマ ム ・ マ リ 
クム ャ アデ ドゥ ルキ (AAG 


ナ フ ィ は イブ ン ・ ウ マル が ラマ ダン 月 の 間 に 家 
で サザ ラー ト を 行っ て いた と 信 え ん えま した) 人 人 々 ん が 
モス ク か ら 夫 る と 、 彼 は 水 の 容 器 を 持っ て 問 言 
者 の モス ク に 出向 きま し た 。 フ ァ ジ ャ ー ル の サラ 


mm ト の 人 ま あま で 電 和 スグ る あの こと ほめ あり ませ ん で し 
ただ. (スナ ン ・ ア ルー- ク ブラ の アル ・ 


- バイ ハ キ (2・699) 
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詠 臣 (サワ ム ) の 草 


柱 、 


許可 、 英 励 と 忌まわしい サワ ウム 


の 行動 と それ を 無効 に する も の 


目 次 


サウ ム の 柱 

サウ ム の 間 に 許 可 さ れる 行 
サウ ム の 間 に 推 奨 され る 行為 
サウ ム の 間 の 忌まわしい 行為 
サウ ム を 無効 に する も の 


サウ ム の 支柱 


第 1 の 柱 : 日 流 か ら 夜 明け け ま で の 
サウ ム を 無効 に する も の か ら の 径 
権 

至高 の アッ ラー は 仙 あせ られ まし た : また 自 糸 
と 黒 糸 の 見 分 けら れる 催 明 に な る まで 食べ て 飲 
め 。 その後 は 日 暮れ まで 間 戒 を 全う し な さい ) [ 雄 
生音 :187 節 

日 和 糸 と 黒 系 」 上 記 の 節 で 述べ られ て いる の 
は 、 昼 間 の 明る さと 和 夜 の 暗 さ で す 


第 2 の 柱 : ニ ー ヤ (意図 ) 


これ は 飲食 や 他 の サウ ム を 無効 に する 全て の 形 
態 か ら 慎 む 者 は 、 全 能 の アッ ラー の み を 崇拝 する 
目的 で 行う べき と いう 意味 が あり ます 。 預言 者 
人 m ペ ま し 5 全て の 行動 は ニー ヤ に よっ て 
判断 され る べき で 、 全 て の 人 間 の 行動 に 港 む も の 
は 、 特 定 の ニー ヤ で す . (合意 ) 
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サウ ム 中 の 許可 され る 行為 


1. 入浴 や プー ル に 座っ て 、/ 冷 や し ます . 

2. 目 分 の 嘩 や 粘液 を 飲み 込み こと . 

3. それ の どれ も が 喉 に 滑ら ちっ て 入ら な いこ と 
を 条件 に 味見 を する こと . 

4. 空気 清浄 剤 の 香り 、 ま た は どの 物質 の 匂い も 
LM の 


柱 、 許 可 、 返 励 と 忌まわしい サウ ム の 行動 と それ を 無効 に する も の 


ミス ワー ク の 使用 


午前 と 午後 に に ミス ワー ク が 濡れ て いて も 十 燥 
し て いて も サウ ム を し て いる 者 が ミス ワー ク を 使 
用 する こと は 許可 され て いま す 。 しかしながら 、 
ミス ワー ク を 使用 中 に は その 1 分 が 喉 に 入ら な い 
よう に 気 を つけ な けれ ば な り ま せん 。 何 杉 な ら そ 
うな っ た 場合 は ザウ ム が 無 交 に な る が ら で す 、 


サウ ム の 間 の 推奨 行為 


1. ス フ ー ル (日 の 出前 の 食事 ) 
を 食べ て 、 可 能 な 限り 日 の 出 ま で 
延期 する こと 

預言 者 は 述べ まし た e: ス フ ー ル (日 の 出前 の 
食事 ) を 食べ な さい 。 本 当 に サフ ー ル に は 祝福 が 
の りり ます 。 、( 條 間 ) 


食品 の 量 、 一滴 の 水 で さえ 、 ス フー ル に は 十分 
で す 。 こ れ は 高 鞭 な 預言 者 の ハデ ィ ー ス に よる も 
の で 、 彼 は 述べ まし た : ス フ ー ル は 祝福 で す の 
で 、 た っ た 一 滴 の 氷 だ と 思っ て も 、 切 り 捨 て て は 
いけ ませ ん 。 本当 に 全能 の アッ ラー と か れ の 天使 
は ス フ ー ル を 取る 者 達 へ 礼拝 を 控 げ ます . (アフ マ 
ド の 伝承 ) 


ス フ ー ル を 遅らせ る こと が 推奨 され ます 。 ザ イ 
ドッ パイ アン シン ャ サーwV ト ON ペ ま し 人 くめ 
る 日 預言 者 と ス フ ー ル を 取り まし た 。 そ し て 座っ 
CWU 定 ど ころ から サラ ー ト へ と ど と 則 か いま よし た 。 」 
ププ の イア クア ンド マ ー リ クノ 言 り まし た 」 ) あ 5 
た の 食事 と サラ ー ト と の 両方 の 間 の 時 間 の 革 囲 は 
ご の くら いで す が ?」 伝 は 言い まし た !「 記 な 
る クル アー ン の 50 節 を 衣 詩 する くら い の 長 さき . 


合意 ) 


アザ ー ン (礼拝 へ の 呼び か け ) の 間 の 
飲食 


も し 飲食 の 間 に 礼 拝 へ の 呼び か け (アザ ー ン ) 
が 聞こ えた ら 、 飲 み 終 える まで 、 飲 み 続 ける こと 
が 許可 され ます 。 ア ブー・ フ ライ ラ の 伝承 に よ 


る と ど 捕 言 者 は 次 の よう に 下 べ まし て た: ON 
( 水 の カ ッ プ ) 容器 が ある 間 に 、 も し 礼拝 へ の 呼 


び か け を 聞い た と し た ら 、 そ れ の 必要 性 を 満た す 
まで 、 そ れ を 置く べき で は あり ませ ん (アブ ・ ダ ッ ゥ 
ー ド の 伝承 ) 


学者 は この ハデ ィ ー ス は 夜明け の 外観 に 疑問 を 
持つ 者 に 適し て いる と 説明 し て いま す 。 し か し 、 
も し 夜明け の 外観 に 確信 が あれ ば 、 飲食 する べき 
で は あり ませ ん 。 も し 飲食 すれ ば 、 特 に 夜明け の 
外観 を 確か め た 後に 、 サ ウム は 無効 に な り 、 そ の 
よう な サウ ム の 日 数 を 行う こと が 義務 と な り ま す 


2. サウ ム を 解く よう 急ぐ こと 


それ は 日 没 が 確認 され た ら す ぐに サウ ム を 解 
く こ と が 返 励 され て いま す 。 六 言 者 は 述べ まし 
た 。: 。 人 々 は 急い で サウ ム を 解除 する 時 は いつ 
で も 祝福 に 恵まれ な いこ と は あり ませ ん TT 
ダウ ー ド の 伝承 ) 


同様 に イフ ター ル (サウ ム を 解く 時 の 食事 を 新 
鮮 な ナツ メ ヤ シ 、 も し く は 新鮮 な も の が な い 場 合 
は 乾燥 ナチ ナツ メ ヤ シ を 摂 る こと が 払 励 され ます 。 ま 
民生 の サ ツ ス ヤン る を 人 衣 べべ の と と もち 伺 め られ は 
す 。 ア ナス ・ イ ブン ・ マ ー リ ク は 述べ まし た 。 
預言 者 は サラ ー ト (礼拝 ) の 前 に 新鮮 な ナツ メ ヤ 
シ で サウ ム を 解除 し て いた も の で し た 。 も し 新鮮 
な も の が な けれ ば 、 十 燥 の ナツ メ ヤ シ 、 さ も な け 
4 ま 、 未 を 一 回 (の ゅ サザ) 伏し た 。 (ティ ル 
ミズ ィ ー の 伝承 ) も し 全て の 努力 に も 関わ ら ず 、 こ 
れ ら の ひと つも 見 つか ら ず 、 も し サウ ム を 解除 す 
る 意向 が あれ ば 、 そ れ で 十分 で す 。 
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斎 戒 (サウ ム ) の 草 


預言 者 は サウ ム を 解く 時 に 次 の よう に 述べ まし 
た : 喉 の き は 癒さ れ 、 息 管 は 潤い 、 そ し て ア 
ッ ラ ー の 思 し 吾 し な ら ば (サウ ム の ) 報 拉 は 確定 
し まし た . (アブ ・ ダ ウー ド の 伝承 ) 


預言 者 は また 述べ まし た : 本 当 に サウ ム を す 
る 全て の 者 へ 、 サ ウム を 解く 時 に 行う 礼拝 は 拒絶 
され ませ ん ( イブ ン ・ マ ジャ の 伝承 ) 


間違っ て サウ ム を 解い た 者 
も し 誰か が 日 没 の 前 も し く は 夜明け に ま 
20 SC CC 0 問い 
OE ON LA 
の 日 数 は 義務 で は あり ませ ん 。 何故 な ら 、 
天 高 の アッ ラー は 次 の よう に べた か ら で 
ES 


[部 族 連 含 章 :5 節 ] 
預言 者 は 述べ まし た 。: 全能 の アッ ラー 
は 謝り と 忘 却 と 強勢 に よっ て 犯し た 私 の 共 
同体 の 罪 を 和らげ まし た 。 。 ( イブ シ ・ マ ジャ 
の 伝承 ) 


預言 者 は 述べ まし た : あな た の うち の 誰か が サ 
ウム を する 日 は 、 無 駅 話 (アル ・ ラ ファ ス ) を 話 
さ な け れ ば な ら ず 、 哨 騒 と 大 声 を あげ て は な り ま 
せん 。 も し 誰か が 庶 待 され た り 和 争い を 持ち か けら 
れ た ら 、 私 は サウ ム を 行っ て いま す (合意 ) 
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毎日 の 任意 の サラ ー ト を 行う こ 


と 言い Nn な さい 務 言 者 は 言い まじ た 人 筐 の ズ ピ 
ー チ と 屋 偽 の 行為 を 磁 乗 し な い 者 は 、 ア ッッ ラー は 
飲食 物 を 徐 ら の 為 に 破棄 する 必要 は あり ませ ん . 
(アブ ・ ダ ウー ド の 伝承 ) 


クル アー ン か ら の 骨 府 と 全能 の アッ ラー の 中 念 
と 夜 の 礼拝 に 立つ こと 、 基 茂 な る 夜 に 立つ こと 、 
と 、 充 善 を 施す こ 
と 、 正 義 の 道 に 執 技 に 努力 し 、 齋 戒 し て いる 者 へ 
イフ ター ル を 供給 する こと と 小さ い ハ ッ ジ を 行う 
こと 、 ラ マダ ン 月 の 善行 は 重々 に 谷 曹 され ます 。 


イブ プン ・ ア ッ バ パ バス は 伝え まし た : 預言 者 は 最も 
覧 大 な 男性 で ラマ ダン 月 に は さら に 寛大 に な り 、 
ジブ リー ル が 彼 に 出会っ た 際 は 、 ラ マダ ン 月 は 毎 
Pe ンク リー ル と クル アテ アーン と 人 人 紅 し こも の で し 

本 当 に 預言 者 は ジブ リー ル と 出会っ た 時 は 、 
エサ こ 寛 大 に な り ま し た .  ( フ ハ ー リ 
の 伝承 ) 


ー イ シャ (アッ ラー が 彼女 に 悦び ます よう 
1 MK : 。 ラマ ダン の 最後 の 10 日 間 
が や っ て 来る と 、 預 言 者 は 元気 を 出し て 、 腰 人 券 を 
*i7 の て 、 夜 を 礼拝 に 費やし 、 家族 を (夜間) に 起 
5 Ns | ( プ ブ ハー リ の 伝承 ) 


柱 、 許 可 、 返 励 と 忌まわしい サウ ム の 行動 と それ を 無効 に する も の 


サウ ム 中 の 忌まわしい 行為 


1. 口 を 汰 ぐ こ と と 邊 から の 水 を 吸い 込む 洗浄 の 過度 
これ は 水 が 喉 に 入る こと へ の 起 怖 に 起因 する も の で す 。 六 言 者 は 述べ まし た 。 : そ し て (洗浄 の 為 に 
水 を すす り 入 れる 間 ) サウ ム を 行っ て いる 時 を 除い て 、 水 を 引き 入れ る (アブ ・ ダ ウー ド の 伝承 ) 


2. 貧 欲 な キス 

キス する こと は も し サウ ム を 行っ て いる 者 が 、 射 精 や 性 的 衝動 の 切迫 の 可能 性 を 区 れる な ら 、 席 め 
られ ませ ん 。 また 性 的 衝動 を 起こ させ る 何事 も 避け る こと が 必要 で す 。 し か し 、 サ ウム を 無効 に する 
衝動 が コン トロ ー ル で きる と 確信 する な ら 、 キ ス を する こと は 許可 され ます 。 アー イシ ャ (彼女 に ア 
ッ ラ ー が 悦 ば れ ま す よ うに ) は 伝え て いま す 。: 問 言 者 は サウ ム を し て いる 中 、 キ ス や 抱擁 を 交わ し 
て いた も の で し た 。 更 に 、 彼 は 衝動 を コン トロ ー ル する 最良 の 人 で す (合意 ) 


こう し た こと が 理由 で 、 老 人 と は 違っ て 若者 の 間 で は 抱擁 は 好ま れ ま せん 。 ア ブー・ フ ライ ラ の 伝 
GE の の ある 男 は 預言 者 が ある 男 が サウ ム の 途中 に 彼 の 妻 を 抱擁 する こと を 許可 し た こと 、 し 
が か し 他 の 男 に は 他 の 時 に は 背 成 し な か っ た こと に 関し て 尋ね まし た 。 そ し て 許可 し た 者 は 年 老い た 男 
で 、 賛 成 し な か っ た 者 は 若者 で あっ た こと が 明らか に な り ま し た (アブ ・ ダ ウー ド の 伝承 ) 


サウ ム を 無効 に する も の 
1. ラ マダ ン 月 の 昼間 に 故意 に 飲食 する こと 


全能 の アッ ラー は 申 さ れ ま し た : (また 和 目 糸 と 黒 糸 の 見 分 けら れる 婦 明 に な る まで 食べ て 飲め 。 そ の 
後 は 日 暮れ まで 斎 戒 を 全う し な さい }) [雌牛 章 :187 節 ] 
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斎 牙 (サウ ワム) の 草 


重要 点 : 


うっ か り 飲 食し た 者 の サウ ム は 本 格 的 で 許容 さ 
0 ます 。 し が か し 、 思い 人 し た ら 直 くだ 。 そ われ 上 
の 消費 は 止め る こと が 義務 で す 。 六 言 者 は 述べ ま 
し た : サウ ム の 最 中 に 包 れ て 飲食 し た 者 は 誰 で も 
サウ ム を 完了 し な さい 。 何 故 な ら そ の 者 に 飲み 物 
を 与え た の は アッ ラー だ か ら で す (ムスリム の 伝承 ) 


斉 戒 は 口 や 貞 : を 通じ て 喉 に は いる も の 食べ 物 
や 飲み 物 の 意味 を 示す も の は 何 に よっ て も 無効 と 
NO 

例え ば 、 栄 養 素 の 静脈 内 注射 で す 。 

し か し も し それ が ペニシリン 注射 の よう な 沿 疹 
的 注入 が ある 場合 は 、 サ ウム を 無効 に は し ませ 


ん 。 何 故 な ら 、 そ れ は 食物 の 形態 、 飲 み 物 や それ 
ら の 誘導 体 に は みな され な いか ら で す 。 


宋 養 剤 は サウ ム を 無効 に ペ ニ シ リ ン の 注 午 は サウ ム 
し ます 。 無効 


し 図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 


る 過度 に 関す る 預言 者 の 制限 の 為 に 邊 の 楽に 
意 す る こと が 重要 で す 。 


他 に も 特別 な 条件 が 必要 な 喘息 患者 の 為 の サウ 
ム を 無効 に し な い 喘 息 用 吸入 器 や 他 の 医療 用 変異 
体 の よう な も の が あり ます 。 


"に 


| 
時 
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日 
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アイ ライ ナー の 使 
用 、 目 と 且 の 楽 ま た 
は その 種 の も の は サ 
ウム を 無効 に し ませ 
ん 。 何故 な ら そ れ ら 
の も の は サウ ム を 無 
効 に し な いと いう 誕 
拠 は な いか ら で す 。 


さら に 、 目 は 通常 
は 飲食 物 へ の 道 で は 
あり ませ ん 。 


これ は 耳 と 貞 の 薬 
に も 当て は まり ま 
9 。 た だ 晶 は 青 さ と 
目 昌 の で 。 サ ウム 
を する 者 が ウド ゥ ー の 最 中 に 水 を 邊 に すす り 入れ 
は 注 


アイ ライ ナー の 使用 は サ 


ウム を 無効 に し ませ ん 


nabe . 


口 の 中 に 残っ た 食べ 物 は サ | 喫煙 は サウ ム を 無効 に し 
ウム を 無効 に し ませ ん 。 ます 


柱 、 許 可 、 


2. 性 行為 


全高 の アッ ラー は 仙 せ られ まし た : (あな た 
が た は 斎 戒 の 夜 , 妻 と 人 交わ る こと を 許さ れる ) 
[雌牛 章 :187 節 ] 


で す の で 、 サ ウム の 途中 に 性 行為 を 行っ た 者 は 

サウ ム を 無効 化し まし た 。 そし て 従っ て その 日 の 
(サウ ム が 無効 に な っ た 日 ) サウ ム を 後程 行わ な 
けれ ば な り ま せん 。 そ の 上 で 、 奴 隷 を 解放 する こ 
と で 償 わ な けれ ば な り ま せん 。 それ が 人 不可 能 で あ 
れ ば 、 次 の よう に 表示 され た 順序 で 次 の いずれ か 
を 実行 する 必要 が あり ます 。 : 連続 で 2 ヶ月 サウ 
ム と 行う か 60 人 の 貧者 に 施し ます 。 ア ブー・ フ ブラ 
イラ に よる と 彼 は 述べ まし た : ある 男 が 問 言 者 の 
元 へ や っ て 来 て 言い まし た 。:「 私 は 破壊 され ま 
し た 。」 預言 者 は 含 え まし た 。 「 あ な た に 何 が 起 
こっ た の で すか ?」 そ の 男 は 言い まし た 。:! ラ 
マダ ン (サウ ム ) 中 に 私 は 私 の 妻 と 性 行 含 を し ま 
し た 。」 聞 言 者 は 尋ね まし た 。 「 あ な た は 奴隷 を 
解放 で きま すか マ ?」 了 預言 者 は 続い て 尋ね まし た 。 
「 あ な た は 2 カ月 連続 で サウ ム を する こと が で き 
ます か ?」 そ の 男 は 尋ね まし た 。 「 い いえ 」 さら 
に 預言 者 は 尋ね まし た 。 「60 人 の 貧者 に 施す こと 
が で きま すか ?」 人 彼 は 言い まし た 。 「 い いえ 」 そ 
こ で 交 言 者 は その 男 に 座る よう に 言い 、 彼 は 座り 
まし た 。 し は らく 人 彼 避 大 型 計量 傘 器 アル ーー アプ アフ 
ク ) 一 杯 の ナツ メ ヤ シ が 贈り 物 と し て 問 言 者 の 元 
へ 運ば れ て きま し た 。 問 言 者 は それ を 彼 に 差し 上 
を 計 My ま あし 。 | で の 上 男 人 合え まし た 。 ! ほ 
私 と 私 の 家族 より 貧し い 人 へ 施す の で すか ?」 そ 
こ で 預言 者 は 大 昨 歯 が 見 える ほど 激しく わら いま 
し た 。 そ し て 預言 者 は 言い まし た 。 !「 そ れ で あな 
た の 家族 を 養い な さい . (合意 ) 


これ は 罪 の 償い (カッ ファ ラ ) の 配 別 で す 。 も 
し サウ ム が で きる の な ら 、60 人 の 貧者 に 施す 必要 
は な く 、 婦 隷 を 解放 する 事 が で きる 者 が サウ ム を 
行う と 同様 に 間違っ て いま す 。 


それ は も し 女性 が 夫 を 誘う 、 も し く は 夫 の 衝動 
に 応答 する と し た ら 、 女 性 に も 罪 の 償い は 必須 に 
な り ま す 。 し か し も し 女性 が 余儀 な くさ れ た な 
ら 、 サ ウム は 無効 と な り 彼 女 の サ ウム が 無効 と な 
っ た 日 を 罪滅ぼし な し に 、 そ の 日 の サウ ム を 後程 
補う で し ょ う 。 


拉 励 と 忌まわしい サウ ム の 行動 と それ を 無効 に する も の 


性 交 の 意味 に 関連 : 意 図 的 な 財 精 、 も し サウ ム 
中 の 男性 が 妻 に いそ いそ と キス 、 自 慰 、 そ の 他 を 
行い 、 射 精 し た 場合 は 、 そ の 男性 の サウ ム は 無効 
と な り ま す 。 何故 な ら そ の 欲望 は す サウ ム の 行為 と 
邊 し て で て れ 収 に 信 う こと な くそ で の 日 の の る 
科 わ な けれ ば な り ま せん 。 原文 で は 特別 に 言及 し 
て いる 為 、 罪 減 ぼ し は 実際 の 性 行為 の 時 の み 必 要 
まき され ます 


も し 夫 が 妻 を 愛撫 し 、 彼 女 に 触れ 、 ま た は 思い 
が あり 、 マ ディ ー (初期 の 精液 ) が 排出 され た 場 
合 は 、 夫 の サウ ム は 無効 で す 


何 散 な ら マ ディ ー に よっ て サウ ム が 無効 に な る 
と いう 証拠 の 文章 は な いか ら で す 


サウ ム 中 の 者 が も し 膝 眠 を 抽 り 夢精 する 、 も し 
く は 願望 な し に 射精 、 病 気 が 原 因 の 場合 は サウ ム 
は 無効 に は な り ま せん 。 何故 な ら 意 図 的 に 射精 し 
よう と 選択 し た の で は な いか ら で す 。 


も し ジュ ヌ ブ (性 行 高 に よる 儀式 的 な 不純 ) で 
目覚 め た ら 、 性 行為 また は ファ ジャ ー ル の 前 の 夢 
精 の 結果 の サウ ム は 有効 で す 。 夜 明け の サラ ー ト 
を ジャ マ ア (モス ク で の 合同 ) を 行う 為 の グ ス 
ル (主要 な 儀式 的 不純 に 続く 儀式 的 な 洗浄 ) を 行 
わな けれ ば な り ま せん 。: ア ー イ シャ が 伝承 し た 
と ころ に よる と 、 ア ッ ラ ー の み 使 い は 時 折 妻 た ち 
と 性 行為 を 行っ た 後 の ジ ャ ナ バ (儀式 的 不純 ) の 
状態 で ファ ジャ ー ル の 時 間 に 起 き て いた も の で し 
た 。 彼 は 風呂 に 入り サウ ム (サー 回 ) を 行い まし 
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3. 意図 的 な 嘱 吐 


定義 : 品 を 通じ て 意図 的 に 胃 の 中 に ある 飲食 物 
を 幅 吐 する こと 。 も し 、 し か し 、 意 図 せ ず に 幅 吐 
し た いと いう 欲望 に 追い 抜 


か れ た な ら 、 そ の サウ ム は まだ 有効 で す 。 預言 

者 は 言い まし た 。 : 意図 な し に 幅 吐 する 者 は 誰 で 
も 、 そ の サウ ム を 補う 必要 は あり ませ ん 。 し か し 
意図 的 に 路 叶 する 者 は 誰 で も 、 サ ウム の 日 数 を 後 
程 補 わせ な さい 


4. ハ イド (月 経 ) の 血 の 放 出 と に 
ファ ー ス (出産 後 の 出 血 


女性 が ハイ ド の 自 も し く は ナ フ ァ スー 日 没 の 最 
後 の 時 間 で さえ ー サ ウム を 解除 し な けれ ば な ら 
ず 、 その 日 の サウ ム を 後程 科 わ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 
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斎 政 (サウ ム ) の 
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図解 付き 


柱 、 許 可 、 奨 励 と 忌まわしい サウ ム の 行動 と それ を 無効 - に する も の 


学者 の 大 多数 は ヒジ ャ ー マ ( 吸 角 法 ) ( 特 
別 な 道具 を 使用 し て 体内 か ら 息 液 を 引く こ 
と ) は サウ ム を 無効 に し な いと いう 意見 で 
す 。 問 言 者 は サウ ム 中 に ヒジ ャ ー マ を 廊 行 し 
呈し だ ZD リニュ ドコ ルル 舎 王 どり の 人 局 
承 に よる と 「 ア ッ ラ ー の み 使 い は サウ ム 中 の 
OC CC し た 
し か し 和 弱点 の 為 に 嫌悪 され まし た 。 ア ナス ・ 
イラ シィ リク en ら (ss し / UU 9 クム 
中 の 着 の ヒビ ジャ ー マ を 嫌悪 し まし た か ?7」 人 
は 答え まし た 。 「 い いえ 、 弱 く な る と いう 理 
由 以 外 で は 


傷跡 か ら の 出血 、 歯 の 抽出 か ら 、 笛 血 か ら 
の OM RM IED 
また は 帳 液 の 藻 付 は サウ ム を 無効 に し ませ 
ん 。 


nn 生生 


| 情 議 a 軸 
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斎 攻 ( サ ウム ) の 草 


第 三 謎 
ラマ ダン の サウ ム の 解除 の 許可 され 


る 理由 と 逃し た サウ ワム の 日 数 の 補い 


目 次 
ラマ ダン 月 に サウ ム を 解く 許可 され た 理 
由 
逃し た サウ ム の 支払 い 


ラマ ダン 月 に サウ ム を 解く 許可 され た 理由 


1. 病気 

病人 は ラマ ダン 月 に 斎 戒 を 解く こと が 許可 され ます 。 至 高 の ア ッ ラ ー は 述べ まし た : {だ が あな た が 
た の うち 病人 , また は 旅路 に ある 者 は , 後 の 日 に (同じ ) 日 数 を (次 戒 ) すれ ば よい .}) [雌牛 章 :184 節 ] 
サウ ム の 解除 が 許可 され る 病気 は 、 も し 病人 が サウ ム を すれ ば 深刻 な 痛み を 起こ し た り 、 そ れ に 毅 
が る も の で す 。 


病人 が 斎 牙 を 解く こと 


も し 病人 が 斎 戒 を 解き 、 そ の 病気 が 治癒 する 予想 が つく な ら 、 輝 し た 日 数 を 斎 戒 する の が 必須 で 
す 。 至 高 の ア ッ ラ ー は 仰せ られ まし た : {だ が あな た が た の うち 病人 , また は 旅路 に ある 者 は , 後 の 日 
に (同じ) 日 数 を ( 斉 戒 ) すれ ば よい .} [雌牛 章 :184 節 ] 

し か し も し 病気 の 治癒 が 期待 で き な い 場合 は 、 例 えば 疾患 また は 老人 が 永久 に サウ ム を する 能力 が 
な い 場 合 、 1 日 に つき サ ア ー の 半分 の 米 、 も し く は コミ ュ ニ ティ ー 内 の 一 般 的 な 食品 を ( サ ァ ー は 平均 的 な 
男性 の 4 度 の 一 握り の 尺度 で す 。1 サ アー は お お よそ 2.25 キ ログ ラム で 、 従 っ て 一 日 に 施す 良 は お お よそ 1 キロ と 25 グ ラム で す ) 人 の 痕 者 
に 施さ な けれ ば な り ま せん 


| 図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 


柱 、 許 可 、 奨 励 と 忌まわしい サウ ム の 行動 と それ を 無効 - に する も の 


2. 旅行 


旅行 者 は ラマ ダン 月 に サウ ム を 解除 する こと が 
許可 され 、 逃 し た 日 の 日 数 を 後程 斎 戒 し ます 。 低 
の 0 に: た が あな た が た 
の うち 病人 , また は 旅路 に ある 者 は , 後 の 日 に ( 
同じ ) 日 数 を ( 斎 戒 ) すれ ば よい ) 


アル ・ カ スル (礼拝 中 の スジ ュー ド の 回 数 の 削 

減 ) (サラ ー ト ) が 許可 され る 同じ 距離 は 、 人 々 
の 習慣 に よる 旅行 と 許可 され る 形 の 旅行 と 知ら れ 
て いれ ば 、 サ ウム の 解除 も 許可 され ます 。 も し 、 
し か し 、 そ れ が 有罪 の ある 旅行 も し く は サウ ム か ら 
解除 され る 為 の 旅行 で あれ ば 、 サ ウム の 解除 は 禁 
DD ぐ | の 記 


し か し 、 も し 旅行 者 が サウ ム を 決 沢 ずる な ら 6 
それ は 有人 MAAo で し ょ う 。 これ (7 休 / 定 抽 ( 
ンマ デー リク の 伝承 に よる も の で 、 人 国電 の 
hat 赤 々 は サウ ム を し な が ら 問 言 者 と 旅行 し た 
も の で し た 。 そ し て サウ ム を し て て 凍 且 員 あ 
ム を 解除 し た 者 達 を 騙 倒 し た り 、 見 下 し た り は し 
ませ ん X50 


し し この 主 表 は 敵 誤 私 が その 者 UaRaN 0 
何で あっ た り 浦 み を 起こ き な い こと が 条件 で す 。 
これ は 何故 な ら 了 預言 者 が 旅行 加 の ある 目 、 厳し い 
暑 の 為 に あの が 洛外 3 交 加重 苫 に な っ た (酷く 
紀 合 串間 て 義重 代 6 末 本 し て その よう 
な 人 が 彼 の 周り に 集 ま 理 還 骨 。 それ 改 に に 
言 者 は 述べ まし た : 旅行 中 の サウ ム は 正義 の 一 部 
で は あり ませ ん 
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3. 妊娠 と 授乳 


妊婦 と 授乳 中 の 女性 で サウ ム を 行う と 重荷 に な 
る と いう 葉 れ が ある 者 は 、 サ ウム を 解除 する こと 
が 許可 され 、 病 人 の 場合 の よう に サウ ム の 日 数 を 
後程 補い ます 。 預言 者 は 述べ まし た ; 全能 の ア 
ッ ラ ー は 旅行 者 の サウ ム と サラ ー ト (毎日 の 礼 
拝 ) の 一 部 を 和らげ られ 、 妊 婦 と 授乳 中 の 女性 の 
サウ ム を 和らげ られ まし た . (ティ ルミ ズィー の 伝承 ) 


し か し も し 自分 の 子供 や 脱 児 の み へ の 負担 
と や る な ら 、 ウム と 合わ な が か うた 日 の 
日 数 に 付き 1 人 に 施し 、 そ の 日 数 分 を 後程 サ 
し がり れ な か なり ませ ん 、 イア シャ アッ 
バス は 述べ まし た : 妊婦 と 授乳 中 の 女性 に 関 
し て は 、 も し 子供 へ の サウ ム の 負担 を 恐れ 
る な ら 、 サ ウム を 基 し た 日 数 を 後程 サウ ム 
し 、 逃 し た 日 の 日 数 分 、 貧 者 に 施し ます . 
(アブ ・ ダ ウー ド の 伝承 ) 


4. 月 経 と 産後 の 出血 


し か し 月 経 中 の 女性 も し く は 出産 後 の 出血 は サ 
ウム が 禁じ られ て いる の で 、 サ ウム を 解除 する 義 
務 が あり ます 。 も し 、 し か し 、 サ ウム を 行っ た な 
ら 、 それ は 有効 で は な く : サ ウム を 逃し た 期間 と 
同等 の サウ ム を 返済 し な けれ ば な り ま せん 。 ア ー 
イシ ャ (アッ ラー が 人 夜 女 に 層 ん で 下さ いま す よ う 
に ) は 何故 月 経 中 の 女性 が 逃し た 礼拝 で は な く 逃 
し た サウ ム を 支払 う の か 尋ね まし た 。 徐 女 は 述べ 
まし た : それ (出産 後 の 出血 と 月 経 の 出血 ) は 私 


達 に 降り か か り 、 逃 し た サラ ー ト (礼拝 ) で は な 
く 、 我 々 は 逃し た サウ ム を 支払 う よ う に 命じ られ 


(合意 ) 
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逃し た サウ ム の 支払 い 


も し ムスリム が ラマ ダン 中 有効 な 理由 な し に 、 
サウ ム の 日 を 逃し た と し た ら 、 ア ッ ラ ー に 収 悔 
し 、 か れ の 許し を 得 な けれ ば な り ま せん 。 何 礁 な 
ら その 犯罪 は 偉大 で あり 、 忌 まわ し い 人 行為 だ か ら 
で す 。 彼 は また 反省 と 許し を 請う こと に 加え て 、 
サウ ム を 行わ な か っ た 日 数 を ラマ ダン 後に 補 わ な 
けれ ば な り ま せん 。 最 初 の 段階 で サウ ム を 解除 す 
る 資格 は な く 、 正 確 な 時 間 の 日 々 を サ す サウ ム し な け 
れ ば な ら な か っ た の で 、 学 者 の 最も 正確 な 見 解 に 
よれ ば 、 こ こ で ラマ ダン 後 直ぐ 翌日 (複数 日 ) に 
サウ ム の 日 数 を 補う 必要 が あり ます 


も し 女性 の ハイ ド (月 経 ) と 二 : 私 は ラマ ダ 

ン の サウ ム を 逃し た 日 を シャ アバ ン (次 の ラマ ダ 
ン の 前 の 最後 の 月 ) まで 補う こと が で きま せん で 
し た 。」 助手 の 語り 手 の や ひ や ー は 言い まし た 。 
[彼女 は 預言 者 に 仕 を る こ と に 忙し くし て いま し 
た, 答 寺 ) 

し か し 逃し た サウ ム の 日 々 を 早急 に 支払 うこ と 
が 好ま れ 、 高 く 奨 励 さ れ て いま す 。 何故 な ら そ う 
し て 債務 か ら 解 放さ れる か ら で す 。 そ し て サウ ム 
か ら 妨 げ る よう な 病気 や その よう な 予期 せ ぬ 何 か 
の 為 に 、 そ うす る こと は 人 の 為 に も 安全 で す . 

も し 次 の ラマ ダン まで に 逃し た 日 数 を 補う こと 
を 邊 期し 、 そ の 延期 の 理由 が ある な ら 、 ま た その 
同じ 理由 が まだ 続く な ら 、 次 の ラマ ダン の 後に そ 
の 日 数 を 補う 必要 が あり ます 


し か し も し 理由 も な く 次 の ラマ ダン まで に 日 数 
を 補う こと を 延期 させ る な ら 、 大 多数 の 学者 の 
見 解 に よる と 、 そ の 国 の 主食 で ある 1 サ ア ー の 半 
分 ( 約 1.5 キ ロ ) を 日 数 分 貧者 に ふる まう こと が 
の つり ま の ラク パク ガク ウイ みや ビリ スス まし が 
し 貧者 を 養う 必要 は な いと いう 見 解 で す 。 逃し 
た 日 々 を 補う 為 に サウ ム は 連続 し て 行う 必要 は 
あり ませ ん 。 連続 し た 日 も し く は 別 の 日 に 日 数 
を 次 戒 す る 事 が で き 、 両 方 が 正解 で す : (だ が あ 
な た が た の うち 病人 , また は 旅路 に ある 者 は , 


後 の 日 に (同じ ) 日 数 を ( 斎 戒 ) すれ ば よい )} 
[雌牛 章 :184 節 ] 


ー 


打 高 な アッ ラー は これ ら の サウ ム の 日 々 を 連続 で ある 必要 
は な いと 言い ます 。 も し それ が 全能 の アッ ラー が 明らか に し 
た 条件 で あれ ば 


ラマ ダン の 逃し た 日 々 を 補 わ な けれ ば な ら な いな ら 、 自 発 
的 な サウ ム を 行う 前 に その サウ ム を 行う べき で す 。 何故 な 
ら 、 サ ウム の 義務 は より 偉大 で 重 要 だ か ら で す 。 し か し ラマ 
ダン 中 の 義務 的 な サウ ム の 日 を 補う 前 に 任意 の サウ ム が 許可 
され ます 。 も し 任意 の サウ ム の 日 が その 美 鼻 の 高 に 、 人 逃し た 
く な い 場 合 で す 。 

例 と し て は ム ハ ッ ラム の 10 日 目 、 

アラ ファ の 上 日 。、 シ ャ ウリ ワル と その よう な 6 目 間 の サザ ウム 。 


ラマ ダン の サウ ム の 日 を 補う 機会 は 次 の ラマ ダン の 前 まで 
の 6 日 間 の サウ ム 、 

ラマ ダン の 日 数 を 補う 為 の 機会 は 次 の ラマ ダン まで ある か 
ら で す 。 


し か し 、 早 急 に ラマ ダン の 日 数 を 補う ほう が 良い で す 。 
有効 な 理由 で 死ぬ まで に ラマ ダン の 日 数 の 補い を 延期 する 
者 


は 誰 で も 、 意 図 的 に サウ ム を 残し た の で は な い の で 、 彼 に 
反対 は あり ませ ん 。 し か し も し 、 理 由 が な い 場 合 は 、 ラ マダ 
ン 中 に サウ ム を し な か っ た 日 数 の 貧者 に 施し ます が 、 も し そ 
の ウム の リル スル (もち し AE こっ だ た らし アッ シー の 和合 e 
サウ ム す る と 堆 う こと ) で あれ ば 、 か れ の 、 後 継ぎ は 彼 の 変 
わり に サウ ム し な けれ ば な り ま せん 。 数 人 の 学者 は も し ある 
者 が 死に ラマ ダン か ら の 補う 日 数 が まだ あっ た と し た ら 、 ラ 
マダ ン の 義務 の サウ ム 、 も し く は ナス ル サ ウ ム ま た その よう 
な も の で あろ うと 、 彼 の 後継 ぎ は 亡くな っ た 者 の 変わ り に サ 
ウム する べき で す 。 ア ー イ シャ (彼女 に アッ ラー が 悦 ん で く 
れ ま す よ うに ) の 伝承 に よる と アッ ラー の み 使 い は 述べ まし 
た : 亡くな り (ラマ ダン に 逃し た 日 数 を ) サウ ム ( 斎 戒 ) し 
な けれ ば な ら な い 者 は 、 保 護 者 (後継 者 ) が 彼 の 変わ り に サ 
ウム ( 間 戒 ) し な けれ ば な り ま せん (合意 ) 

5 イブ ン ・ ア ッ パ バス ( 彼 が アッ ラー に 層 ん で も ら え ます よう 
に に) 人 ポ ペ ま し た だ た! ある 男 が 預言 者 へ や っ て 来 て 言い まし 
た 。 「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ ! 私 の 母 は 亡くな り . (合意) 
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詠 式 (サワ ム ) の 草 


義務 で は な い 


義務 で は な い (任意 の ) サウ ム 
これ ら は 至高 の アッ ラー に 近付く 為 の 任意 
の サウ ム の 全て の 形態 を 含み ます 。 


義務 以下 の サウ は 素 晴 ぢ ち し いび 美徳 と 壮 


大 な 報酬 を 含み ます 。 ク ドゥ ッ ス イー の ハデ ィ ー ス 
は アブ ー フ ライ ラ に よっ て 報告 され まし た 。 預言 
者 は 述べ まし た : 本 当 に アー ダム の 息子 に よっ て 
全て の 正義 の 行為 は 10 か ら 700 倍 に 報 わ れ ま す 。 
人 ラー は !「 サ ウム は 例外 で す 。 そ 

れ は 何 上 芝 が な ら サ ウム は 我 の 為 で あり 、 そ れ に 応じ 
NT ( 谷 


人 の サウ ム が 推奨 され る 日 


1. シャ ウ ワ ル 月 の 6 日 間 (ラマ 
ダン 月 後 ) 


部 


預言 者 は 述べ まし 
だ 。 る マグ ッッ 月 (C サ 
ウム を 行い 、 そ の 後 
シャ ウ ワ ル 月 の 6 日 間 
に 続く 者 は 誰 で も 、 
完全 な 1 年 の サウ ム が 
一 緒 に 記録 され る こ 
と で し ュ ゅ りり AU) 


も し その サウ ム を 連 


続 し て 行 お う が 、1 カ 月 の 
間 に 行 な お う が 同 じ で す 
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上 員 し て 下さ の る と 唱和 全 し まげ 


(任意 の ) サウ ム 
目 次 


任意 の サウ ム が 推奨 され る 日 


1. シャ ウ ワ ル 月 の 6 日 間 (ラマ ダン 月 
後 ) 

2. ズル ヒッ ジャ 月 の 最初 の 9 日 間 ( イ 
スラ ー ム 暦 の 12 か 月 目 ) 


3. アー シュ ラ の 日 の サワ ウム 
4. 毎月 の 輝かしい 日 々 


5. 毎週 の 月 曜日 と 木曜 日 の サウ ム 


6. 1 日 お き の サ ウム 


7. ム ハ ッ ラム 月 の サウ ム (イス ラー ム 
暦 の 初め の 月 ) 


8. シャ ー バ ン 月 の サウ ム (イス ラム 麻 
の 8 ヶ月 目 


初め に : サ ウム が 禁止 され る 日 
第 2 : サ ウム の 忌まわしい 行動 


2. ズル ヒッ ジャ 月 の 最初 の 9 日 間 
(イス ラー ム 暦 の 12 か 月 目 ) 


預言 者 は 述べ まし た 。 [これ ら の 上 則 
(12 カ 月 の 初め の 10 日 間 ) 以外 に 善行 を 
人 ド グ の らら 洛 を を アッ ジー と の お 8 人民 び O に な る 目 
あり ませ ん 。 同 胆 は 問い 合わ せま し た : 
アッ ラー の 人為 の ジハード ( 半 VS) に つい て は ど 
9 6 すか?) 搬 計 者 避 言 いま し た た 。 1! アッ クー 
の 道 (報酬 次 第 ) で の ジハード さえ も 、 但 し 生命 
呈 時 を 2000 て アッ クシ ーー の 條 べべ と 用 の り け 。 それ 
ら の いずれ か と も 一 緒 に 戻ら な か っ た 者 以外 は 


( ブ ハ ー リ の 伝承 ) 


し か し 大 巡礼 を 行わ な か っ た 者 税 に と っ て は 、 
これ ら の 日 で 最も 重要 な の は アラ ファ の 日 で す 。 
アラ フク ァ の 且 は イス ラム 層 の 12 カ 月 目 の 9 財 で 
す 放言 者 ほ 言 いま し)。 アラ ファ の 自 の サ ゆ の 
ム に 関し て は 、 私 は 全能 の アッ ラー が 包 ぎ 去 っ た 
1 生来 た る 1 年 の 用 を 8 主 し に な る こと で それ を 


(ムスリム の 伝承 ) 


義務 で は な い (任意 の ) サウ ム 


3. アー シュ ラ の 日 の サワ ウム 


アー シュ ラ ( ム ハ ッ ラム の 19 日 間 ) 
ム ハ ッ ラム の 10 日 目 、 全 能 の アッ ラー の 月 


4. 毎月 の 輝かしい 日 々 


旭 人 かしい 日 々 : 
こつ イペ ラーム の 年 月 の 18 朋 。1 且 と 15 


日 目 で す 。 この 日 は 月 光 に よっ て 輝く 夜 な 
の で 、 交 か し い 日 々 と 言及 され ます . 
これ は 何故 な ら 預 言 者 は 述べ た か ら で す : アー 
シュ ラ の 日 に サウ ム す る 為 に 、 私 は 全能 の アッ ラ 
ー が その 以前 の 1 年 の 罪 を 許し て 下さ る と 期待 し 
ます  ( ブ ハ ー リ の 伝承 ) 


この 自選 サウ ム を する 理 用 は アフ ドッ ッ ク ツィ イ 
ブン ・ ア ッ バ パス の 権限 に よる と 、 彼 は 述べ まし 
た 。: 聞 言 者 は マデ ィ ー ナ に 到着 する と 、 ア ー 
ソン = ョ ラフ の 日 に ミダ ヤマ 教徒 が サウ ウム し て いる の を 見 
つけ まし た 。 そ し て 人 彼 は (何故 その 日 に サウ ム を 
行う の か ?) 質問 し まし た 。 彼 ら は 答え まし た 。 
所 れ ほ 良い 目 で す 。 会 務 の アッ シー が イス ラミ 


が ウフ ド ウル = マー リク イン ン アル ーー ミン シバ 
ー ル は 父親 か ら 、 預 言 者 が 「 郊 か し い ] 日 々 の 3 日 
間 を 彼ら に サウ ム す る よう に 命じ た と 伝え まし た : 
この サウ ム は 1 カ月 間 の サウ ム に 相当 し ます . 
(イブ ン ・ ヒ ッ バ ン の 伝承 ) 


5. 毎週 の 月 曜日 と 木曜 日 の サウ ム 
2 の の 200 SEEN 
レ の 子供 を 敵 か ら 救 っ た 日 、 預言 者 ムー i ‘ 
1 OO OE RR 
まし た 。」 そ の 時 預言 者 は 言い まし た 。 「 私 は あ _ 

1 日 お き の サ ウム 


な た より ムー サ に 権利 が あり ます 。」 そ し て 彼 は 6. 
任意 の サウ ム の 最良 の 形 は 預言 者 ダウ ド ( 彼 に 


サウ ム を 行い 、 ムスリム に その 日 に サウ ム を 行う 
よう に 命じ まし た (ムスリム の 伝承 ) 
a 平安 あれ ) の サウ ム で す 。 彼 は 1 日 サウ ム し た ら 、 
次 の 日 に 解除 し まし た 。 ア ブ ド ゥ ッ ラ ・ イ ブン ・ 


イマ ー ム ・ ム スリ ム の 伝承 に よる と 、 項 言 者 


eih ペ まし た だ ( も し 私 が 来年 ま で に 生き 残る な = きき 和 ル "は 際 言 者 が 次 の よう に 将 べ た と 赤 告 し 
ら 、9 日 目 に サウ ム を 行う で し ょ う (ムスリム の 伝承 ) まし た : サウ ム の 最良 の 形 は ダウ ー ド の サウ ム で 


す 。 ( 彼 に 平安 あれ ) : 彼 は 1 日 サウ ム し た ら 次 の 
日 に 休ん だ も の で し た . (アン ・ ナ サー イ の 伝承 ) 
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7. ム ハ ッ ラム 月 の サウ ム (イス 
ラー ム 麻 の 初め の 月 ) 


アプ ブ プー・ フ ライ ラー の 伝承 に よる と 、 視 言 者 は 
言い まし た : ラマ ダン 以外 の 最 1 
アツ ラフ = の 月 て で て の る アル の の 月 邊 に 
ます . (ムスリム の 伝承 ) 


8. シャ ー バ ン 月 の サウ ム (イス 
ラム 暦 の 8 ヶ月 目 

「 ア ッ ラ ー の 預言 者 よ ! 私 は シャ ー バ ン の 月 ほ 
ど に サウ ム を 行っ て いる 月 を 他 に 見 た こと は あ 
り ま せん 。1」 預言 者 は 人 答え まし た t: て れ は フフ 
ジャ ッ プ と ラマ ダン の 間 の 月 で 、 そ の 月 に つい 
て は あま り 沢 山 の 人 は 気が付か ず 、 そ し て その 
間 に 善 行 は 世界 の 主 に 返却 され ます 。 し た が っ 
て 私 は サウ ム を し て いる 間 に 、 私 の 善行 が 全能 
の アッ ラー の 元 へ 返却 され る こと を 好み ます . 
(アン - ナ サ ー イ の 伝承 ) 


預言 者 の ハデ ィ ー ス に 含ま れる 禁止 に 関し て 、 
(は ゆ べ ま し た ) ン ツキ ググ ハン パリ 2 まで な る 
と 。 ラマ ダン まで ザム を 行っ て は な り ま せん 
(イブ ン ・ ク ザイ マ の 伝承 ) 

これ は 意図 的 に 1 カ月 が 半分 過ぎ た こと に 関し 
て 、 も し く は ラマ ダン と シャ アバ ン を 結び つけ る 
か の どちら か の 禁止 を 意味 し ます 。 し か し 、1 カ 
月 の 最初 の 部 分 の 間 の サウ ム の 後 で 第 2 の 半分 の 
シャ アバ ン を サウ ム す る 者 は 、 そ の 月 を ラマ ダン 
と サウ ム と 結び つけ ませ ん 。 す る と 彼 の サウ ム に 
は 間違い は あり ませ ん 。 サ ウム が 禁止 の 日 と サウ 
ム ふ の 忌 まわ し い 行 い 


初め に : サ ウム が 禁止 され る 日 


1. イ ー ド の 2 日 間 に サ ウム を 行う こと は 不 許可 
の 。 1 プア メー マフ クラ クイ クラ アッ クー の ク グ 全 の 002 
目 間 アド ハー と フィ イト ル の 目 に サウ ム ず する こと 
を 禁じ まし た 。 roja Fitr qede e kirine. ( 
みみ ス リ み の 伝 章 ) 


CT AV TA 
アド ハー (ズル ヒッ ジャ の 11 日 、12 日 と 13 日 目 ) 
の 3 日 後に サウ ム を 行う こと は 許可 され て いま せ 
ん 。 ア ッ ラ ー の み 使 い は 言い まし た : タタ シュリー 
ク の 日 々 は 飲食 の 日 々 で す (ムスリム の 伝承 ) 


に 図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 


斎 戒 C サ ウム ) の 章 ウム ) の 草 


し か し ハッ ジ を 行っ て いる 者 は 、 も し キラ ー ン 
も し く は タマ ッ ト ッ ゥ ッ ハ ジ を 行っ て いて 犠牲 動物 が 
見 つか ら な いな ら こ れ ら の 日 々 に サウ ム を 行う こ 
と が で きま す 。 ク ルアー ン の 睦 牛 章 196 節 で 説明 
され て いま す : (また あな た が た が 故障 も な い の 

に 小刀 礼 を し て , 巡礼 まで の 間 を 楽し む 者 は 
見 こ 得 られ る 犠牲 を 捧げ な けれ ば な ら な い 、。 も 
A と が 不可 能 な 時 は , 巡礼 中 に 
I 
し な さい ) [クル アーン ツン 護 牛 韻 196 節 ] 


3 ヤマ ウム と ルー= シ ツネ ク グ ( 括 王 の 日 ) 、 空 に 三日月 
i に て の 目 
が シャ アバ ン の 最後 の 日 、 も し く は ラマ ダン の 最 
初 の 日 か 疑わ れる 日 に サウ ム す る 事 は 許可 され ま 
せん 。 ア ンマ ー ル は 述べ まし た : 疑い の 日 に サ 
ウム を 行う 者 は 誰 で も アブ ル ・ カ ー シ ム ( ム ハ ン 
マ ド ) に 背 き まし た 。 . (ティ ルミ ズィー の 伝承 ) 


第 2 : サ ウム の 忌まわしい 行動 


|. ラジャ ッ プ を サウ ム の 為 に 選ぶ の ほ マ クル ー 
( 嫌 わ れる ) で す 。 何故 な ら そ れ は ジャ ヒ リ ー ヤ 
(イス ラー ム の 前 の 無知 の 時 代 ) で 、 そ の 人 々 は 
その 月 を サウ ム に よっ て 尊 び 、 そ の 慣習 の 復活 に 
な る か ら で す 


2. 金 曜日 を サウ ム の 日 と し て 選ぶ の は マク ルー 
( 嫌 わ れる ) で す 。 何 故 な ら 預 言 者 様 は その よう 
に 禁じ た が か が か ら で す 。 ア プー ニー ィ フラ イラ は アッ フラ 
きのみ 合い が の よう に 述べ た だ た と 伝え よし た : あ 
な た が た の 誰 も 金曜 日 に サウ ム す る べき で は あ 
り ま せん 。 (1 日) 前 後に サウ ム し な い 限 り は 


(ムスリム の 伝承 ) 


3,. ウ ィ サ ー ル 、 間 の 休み な し に 途切れ る こと な 
く 生 日 サウ ム す る こと は マク ルー で す 。 ア ブドウ 
ッ ラ ・ ビ ン ・ オ マル は アッ ラー の み 使 い は ウィ サ 
ー ル を 禁じ た の で 疾 言 者 は ウィ サー ル を 禁じ まし 
た 。 彼ら (預言 者 の 同胞 の 数 人 ) は 言い まし た 。 
が か し あの な た は 全備 れる こと な くず ウ DD じす ま 
た | で 公 各 下 ペ まし た た ) 札 有 5 た の よう 
oh あと 私 は 食べ 物 を 与え られ 、 ア ッ ラ 

よっ て 飲み 物 を 提供 まき まし だ 


台 意 ) 


説明 


1. 礼 拝 の 為 に 、 ム スリ ム は アッ ラー の 法律 に 準 

拠 す る 必要 が あり ます 。 禁 じ ら れ た 日 に サウ ム を 
し た り 、。 預言 者 が 行わ な か っ た サウ ウム 、 定 近 ば ラ 
ジャ プ の 2 7 日 目 も 5 もしくは シャ アバ ン の 上 真ん中 の 
日 、 を 採り 信 れ る の は 禁じ られ ます 。 預言 者 は 述 
べ ま し た : イス ラム (私 達 の 事柄 に 、 イ スラ ー 
ム の 部 分 で は な いい くつ か の 事項 を 取り 入れ る 者 
は 誰 で も て れる を 即 下 きれ る で し ょ 。 う 。 


2. ム スリ ム は 異教 人 徒 の 儀式 を 朱 拝 する こと は 属 
け ま す 。 し た が っ て 彼ら は サウ ム や また そう で な 
けれ ば 、 異 教徒 が 朱 拝 する 朱 拝 行 高 へ の 献身 を 示 
し て は な り ま せん 。 


義務 で は な い (任意 の ) サウ ム 


サウ ム に 関す る 医療 の 視点 


図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 回 


斎 落 (サウ ム ) の 童 
E 束 稼 半 カド ル の 人 夜 


目 次 
何故 カド ル の 夜 ( 力 / 王 座 ) は どう し て 
名 付け られ た か 


ライ ラトル ・ カ ドル の 徳 と 位置 
ライ ラトル ・ カ ドル の 実際 の 日 時 
ライ ラトル ・ カ ドル の 推奨 され る 行為 
ライ ラトル ・ カ ドル の 印 


何故 カド ル の 人 夜 と 名 付け られ 
た か ? ( 力 ・ 王 座 ) 


1. こ れ は それ (その 夜 ) が クル アー ン の 啓示 と 
その 中 の 大 使 、 祝 福 、 
い 地 位 に ある と 意味 し ま : (か れ ら が 「 ア ッ ラ ー 
は 人 間 に 何 も (啓示 を ) 下さ れ て いな い 。」 と 言 


う の は , アッ ラー を 尊 泉 すべ きよ うに , 尊 朱 し て 
いな いか ら で あ る )[ 家 畜 章 9 1 節 ] 
. 一 部 の 人 々 は 言い まし た 。 : 「 ア ル ・ カ ドル 


は 「 制 限 」 を 表す 」 こ れ は 全能 の アッ ラー の 御 言 

葉 か ら わ か り ま す : (また 資力 の 乏しい 者 に は 
アッ ラー が か れ に 与え た も の の 中 か ら 支 払わ せな 
さい ) [離婚 章 :7 節 ] 


ここ で 言う 制限 と は それ が どの 夜 に 起こ る の か 
知っ て いる こと を 隠す こと を 意味 し ます . 


= の 人 くさく は 言い まし た アルカ ガ カド アル 
は 「 定 め 」 と 意味 し 、 ア ッ ラ ー は その 夜 に 次 の 
年 の 事柄 を 下す と いう 意味 で す 。 これ は 全能 の 
アッ ラー の お 言葉 に よる も の で す : すそ の ( 後 ) 
に は , 英知 に 就 い て 凡 て の 事 が 明確 に され る ) 


[煙霧 章 : 4 節 ) 


に 図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 


応 天 と 許し の 降臨 の 為 に 高 


ライ ラ ト ゥ ル ・ カ ドル の 人 徳 と 
位置 


1. ク ルアー ン は その 人 夜 に 啓示 され 
まし た 。 
全能 の アッ ラー は 申 さ れ ま し た : (本 当 に われ 


は 六 い っ の に この (ルアー= 六 を レレ 
た ) [みい っ 章 :1 節 ] 


2. こ れ は 1999 の 月 より 良い で す 
全能 の アッ ラー は 申 さ れ ま し た : { みい つの 夜 
は , 千 月 より も 優る }) [みい っ 章 :3 節 ] 

これ は : ラ イラ トル ・ カ ドル に 行わ れ た どの 療 
行 の 報酬 も 、 ラ イラ トル ・ カ ドル を 含ま な い 1000 
の 月 に 行わ れ た それ ら ( 敬 行 ) の 報酬 より も 良い 
も の で ある : と いう 意味 を 表し ます 

3. そ こ で 天使 と アル ・ ル ー フ ( ジ 
フ リ ー ル ) が 下降 し ます 。 


全能 の アッ ラー は 申 さ れ ま し た : { (その 夜 ) 
天使 た ちと 聖霊 は , 主 の 許し の も と に , 凡 て の 神 
分 を 斉 し て 下さ る } [みい っ 章 :4 節 ] 


アブ ー・ フ ライ ラ の 権限 に よる と 、 了 預言 者 は 六 
NE LC ライ ララ ト ゥ ウル ドド ルリ ラマ ャ クル の 
27 日 も し く は 29 日 目 の 設 に 下り 、 大 使 た ち は そ の 
夜 に 小石 の 総数 より も 地球 上 に いる で し ょ う ( イ ブフ 
ン ・ ク ザイ マ の 伝承 ) 


4. こ の 人 夜 は 平和 に 溢れ て いま す 


全能 の アッ ラー は 申 さ れ ま し た : 【{ 暁 の 明け る 
まで , (それ は ) 平安 で ある ) [みい っ 章 :5 節 ] 


5. こ れ は 祝福 の 夜 で す 。 

全能 の アッ ラー は 申 さ れ ま し た : {本当 に われ 
は , 祝福 され た 夜 , これ を 下 し て , ( 悪 に 対し て 
不断 に ) 警告 を 与え (よう と す ) る も の で あろ ) 


[ 煙 邑 章 :3 怒 ] 


6. そ の 中 で 毎年 の 事項 が 下さ れ ま 
す . 

全能 の アッ ラー は 申 さ れ ま し た : (て の &) 
に は , 英知 に 就 い て 凡 て の 事 が 明確 に され る } 


[煙霧 章 : 4 節 ] 


7 . そ の 中 で 礼拝 に 立つ 者 、 信 仰 し 
アッ ラー か ら の 報酬 を 期待 する 者 
は 、 過 去 の 罪 が 許さ れる で し ょ う 


預言 者 は ( 彼 に 平安 と 祝福 が あり ます よう に ) 
は 述べ まし た : ライ ラ ト ゥ ル ・ カ ドル に 礼拝 の 為 
に 立ち 上 が る 者 は 誰 で も 、 全 能 の アッ ラー か ら の 
報酬 を 期待 し 信じ る 者 は 、 過 去 の 罪 が 許さ れる で 
し ょ う (合意 


ライ ラ ト ゥ ル ・ カ ドル の 実際 
の 日 時 


全て の ムスリム が ラマ ダン の 最後 の 10 日 間 、 
特に その 期間 の 人 庁 数 の 夜 ( 例 :21 日 、23 日 、25 
日 、27 日 、29 日 ) の に 区 力 する よう 、 全 能 の アッ 
ラー は ライ ラ ト ゥ ル ・ カ ドル の 知識 を 隠し ます 。 
預言 者 は 述べ まし た : ライ ラ ト ゥ ル ・ カ ドル を 
ラマ ダン 月 の 最後 の 10 日 間 の 舎 疲 の 和 夜 に 探し な さ 


い (合意 


カド ル の 夜 | 


ライ ラ ト ゥ ル ・ カ ドル に 関す る 幾つ か の アハ デ 
ィ ス の 和 勤 強 後 、 学 者 の 数 人 は その 夜 は 人 森 数 の 夜 の 
間 に 交 寺 し ます と 言い まし た 。 


ライ ラ ト ゥ ル ・ カ ドル の 推奨 
され た 行い 

1. ア ル ・ イ アテ ィ カ ー フ (礼拝 の 
為 の 隠居 

アル ・ イ アテ ィ カ ー フ は ラマ ダン 月 の 最後 の 1 
0 日 間 で ライ ラトル ・ カ ドル に 限ら れ ま せん 。 ア 
ー イ シャ (彼女 が アッ ラー に 悦 ば れ ま す よ うに ) 
は 預言 者 が 次 の よう に 伝え た と 報告 し て いま す : 


預言 者 は ラマ ダン の 最後 の 10 日 間 に 礼 拝 を 行う 為 
彼 自 身 隠居 し て いた も の で し た (合意 ) 


2. 夜 間 に 礼拝 に 立つ こと 、 信 仰 し 
アッ ラー か ら の 報酬 を 期待 する 
(イイ マナ ン ・ ワ フ テ ィ サー バ 
ン ) : 

預言 者 は 述べ まし た : ライ ラトル ・ カ ドル の 間 
に 礼拝 に 立ち 、 信 仰 し て 全能 の アッ ラー か ら の 報 
酬 を 期待 する 者 は 誰 で も 、 過 去 の 罪 が 許さ れる で 
し の (人 二 ) 

3. ア ッ ラ ー へ 祈る こと 

アー イシ ャ (彼女 が アッ ラー に 悦 ば れ ま す よ う 
に ) は 預言 者 に 次 の よう に 述べ た と 伝え て いま 
す 。 。 アッ ラー の み 使 いよ ! も し ライ ラトル ・ 
カド ル を 目撃 する 祝福 を 受け た と し た ら 、 何 と い 
う 礼拝 に すべ き で し ょ うか ?」 預 言 者 は 答え ま 
ES 1 アデ アッ ラー クツ マリ イ ルン の の で ア フウ レク 
wn ドラ ビッ ズル アブ フワ アン ミニ て 言い の さき 
い 。 意味 (ティ ルミ ズィー の 伝承 ) 

4. 礼 拝 に 務め る 為 に 家族 を 起こ す 
こと 

アー イン シャ (彼女 に アッ ラー が 層 ん で くれ ます 
よう に J) は 言い まし た ) (ラマ ダン の ) 最 人 の 10 
日 間 が 来る 時 、 預言 者 は 自身 を 発揮 し て イザ ー ル 


( 腰 巻 ) を 締め 、 夜 の 礼拝 に 務め て 夜間 に 彼 の 家 
族 を 起こ し まし た . ( ブ ハ ー リ の 伝承 ) 


図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 に 


詠 攻 (サウ ム ) の 草 


ライ ラトル ・ カ ドル の 印 


1. ラ イラ トル ・ カ ドル は 小さ も 格 
杜 も な い 輝 か し い 夜 で す 

ジャ ー ビ ル は アッ ラー の み 使 い が 次 の よう に 述 
2 直 の 信久 ま し た 重合 ライ ッッ ト ルト の ドル の が 
どの 日 で ある か 見 せら れ ま し た 、 そ し て その 後 そ 
の 目 が で これ で あの / の の よう に され まし た 、 し 
か し それ は 最後 の 10 日 の 夜 で す 。 それは 自由 で 輝 
か し い (バラ ジャ トド ウッ ウン) そし て 、 署 すぎ も な く 
完 す ぎ も あり ませ ん  ( イブ ン ・ フ ザイ マ の 伝承 ) 


2. 次 の 朝 に 光線 な し に 昇る 大 陽 
CN イガ テス に は まし た ジア イン 
トル ・ カ ドル に つい て 尋ね られ た 時 こう 人 往 え まし 
2 アッ ラー の み 使 い が 教 えて 下さ っ た 印 の 中 
に 、 そ の 日 太陽 は 光線 な し に 昇る と あり ます 

他 の 伝承 で ムスリム は 述べ まし た : ペン (は うし 
線 な し に 輝き 、 昇 り ま す (ムスリム の 伝承 ) 


図解 付き 朱 拝 行為 に 関す る 諸 規 定 


カド ル の 夜 


案内 

1. ラ マダ ン の 最後 の 10 日 間 は 、 こ 
の 年 の 最高 の 衣 な の で 。 如 スリ は 
々 な 朱 拝 行 高 を 行う べき で す 。 . 


2. ふ ムスリム は 高潔 な 時 間 と 有人 礁 な 季節 を 、 
アミ ュー ズ メ ント や 遊び 、 買 い 物 や 不要 な も 
の と みな され る ご こ ご と を し た り 、。、 うろ つい て 無 
典 に する べき で は あり ませ ん 


図解 付き 崇拝 行為 に 関す る 諸 規 定 


斎 牙 (サウ ワム) の 草 


言語 的 な 意味 は : 
何 か の 持続 性 と それ に 自身 を 閉じ 込め る こと 


イア ティ カー フ の シャ ー リ ア に よる 
意味 は : 

全能 の アッ ラー を 崇拝 する 目的 の 旋 に マス 
ジッ ド (モス ク ) に 隠 通 する こと 


イア ティ カー フ の 許可 制 


イア ティ カー フ は 最も 高 凌 な 行い の 1 つ で 従順 
の 素晴らし い 形 で す 。 アー イ シャ (彼女 に アッ ラ 
ー が 層 ん で くれ ます よう に ) は 言い まし た jj 預言 
者 は 亡くな る まで ラマ ダー ン の 最後 の 1 0 日 間 に 
(年 スク に ) 本 っ て いた も の で し た (ウッ ハー リ ) 

イア ティ カフ は 私 達 以前 の 者 傍 に 加え られ た よ 
5 民 杖 人 娠 選 も 下さ これ まき した し (きた イア ウラ ウード 
ー ム と イス マー イー ル に 命じ た 。 「 あ な た が た は 
これ を タワ ー フ (回 巡 ) し , イア テカ ー ン フ ( 御 龍 
り ) し 。 また ルク グー し 人 ル ) し サシ ンク する 6 者 
た ちの た め に , わが 家 を 清め な さい }) [雌牛 章 :127 節 ] 


イア ティ カー フ の 規定 


イア ティ カー フ は 推奨 され て いま す が 義 務 行 蒼 
で は くく 。、 MV つつ で も 有朋 うこ と で きき まう 。 し が 
し 、 イ アテ ィ カ ー フ の 最高 の 形 は ラマ ダー ン の 最 
人 後 の 10 日 間 の 間 に 行 われ ます 。 こ れ は 何故 な ら 、 
預言 者 が 熱心 に ラマ ダー ン の 最後 の 10 日 間 の 間 に 
それ を 行っ た か ら で す . (ザー ドゥ ル ・ マ アー ド ) 


イア ティ カー フ を 行う 条件 
1 . ニ ー ヤ (意図 ) 


イア ティ カー フ を 行う 者 は アッ ラー に 近付く 為 
に モス ク の 中 に 滞在 する と いう 意図 を 持た な けれ 
は な り ま せん 。 これ は 預言 者 の お 言葉 に よる も の 
で す : 本 当 に 全て の 行い は 意図 に よっ て 判断 さ 
3 も の で し まり aN 
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目 次 
イア ティ カー フ の 定義 
イア ティ カー フ の 許可 制 
イア ティ カー フ の 規定 
イア ティ カー フ 行 う 為 の 条件 


イア ティ カー フ の 期間 

ラマ ダー ン 最 後 の 19 日 間 の イア ティ カ 
ー フ 

イア ティ カー フ の 間 の 許可 され る 行動 
イア ティ カー フ を 無効 に する 出来 事 


来 事 


2. イ アテ ィ カ ー フ を 行っ て いる モ 
スク が ジャ マ ア (合同 ) 礼拝 を 行 
う 場 所 で ある こと 

それ は モス ク 以 外 の 場所 で 行わ れる こと は 許可 


され ませ ん : {マス ジ ド に 件 龍 り し て いる 間 , か 
の 女 ら に 交わ っ て は な ら な い ) 雌牛 章 : 187 節 ] 


これ は 何 散 な ら サ ラー ト を 行う こと が 義務 と さ 

れる 、 も し く は ジャ マ ア サラ ー ト の 時 間 の 度 に 結 
り 替 え し イア ティ カー フ を 去る よう に 強勢 され る 
時 、 ど の ジャ マ ア サラ ー ト も その サラ ー ト の 人 破 械 
の 必要 とし の ぐい 。、 スク で の イア ティ ジー プク だ か 
ら で す 。 


これ は 女性 に 有効 で す が 、 し か し ジャ マ ア サラ 

ー ト が 行わ れ て いる か いな いか 不確か の モス ク で 
アプ イク 0 シ ング で やけ ツーン (は 、。 で 08 交信 の イア 
ディ カー デーン パフ ィ ト リナ ( 誠 ) CE は らい と 
が 条件 で す 。 


ウイ トド ト の の イリ アテ ディ リー クタ で 人 条 う こき いら 

の 結果 で あれ ば 、 そ うす る こと は 禁じ られ ます 。 
ちと し イア ティ カー ブフ を 行う モスク で ジュ る アデ ア ( 金 
曜 ) サラ ー ト が 行わ れる の で あれ ば それ が より 恨 
いで す 。 し か し それ は イア ティ カー フ を 行う 条件 
で は あり ませ ん 


し た が っ て ジャ ナ バ (儀式 的 不純 ) か ら 清 浄 し 
CM 上 男 、 

も し くけ は 出産 後 の 出 血 も し く は 月 経 の 出血 の ど 
ちら が で て ある 女性 は イア ティ ネイ カー フフ を 行う こと が か が 
許可 され て いま せん 。 こ れ は 何故 な ら こ れ ら の 2 
つの 項目 の 人 々 は 不純 で ある 為 に いつ で も モス ク 
に 滞在 する こと が 許さ れ な いか ら で 


サウ ム は イア ティ カー フ の 衝 


件 で は あり ませ ん 。 


サウ ム は イア ティ カー フ の 初期 条件 と み 
NC 全 と 4 
ン ・ ウ マル は 彼 の 父 、 ウ マル が 六 言 者 に こ 

ME DM TE CC 「 私 は 
時 な る マス ジッ ドゥ ル ・ ハ ラー ム に 龍 る 事 
2 ON の EE UG 
0 の NN ん だ ミー 

そし て 問 言 者 は 述べ まし た : 私 は 聖なる マ 
スジ ッ ド ゥ ル ・ ハ ラー ム に 蘭 る 事 を ジャ ー 
ヒ リ ー ヤ (イス ラム の 前 の 無知 の 日 々 ) の 
CC ま (ei) 
そし て 預言 者 は 述べ まし た 。 約束 を 守り な 
CN RA RC TE 0 
フ の 初期 条件 な ら 、 ウ マル に よる 夜間 の お 
SU CC VR OM 
が 禁じ られ て いる シャ ウ ワ ル の 最初 の 1 0 
生 間 過 馬 言 着 が イア ティ カー ブン を 及 うこ と 
は 創設 され て いま し た 。 更に 、 両 訪 (サウ 
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詠 式 (< サワ ム ) の 草 


時 語 


| 


ラマ ダン の 最 
芽 の 10 日 間 


マダ ン 縛 革 飲 の 10 日 


マ 


HO 


イア ティ カー フ の 期間 


イア ティ カー ブフ ブ を どの 日 そし て いつ で も ある 期間 の 為 も し く は 間 に 行 うこ と は 許可 され ます が 、 イ 
アテ ィ カ ー フ は 完全 な 昼間 も し く は 夜 よ り も 短い 問 に 行わ れる べき で は な いこ と が 一 番 好 まれ て いま 
す 。 これ は その 期間 より 短い 間 に 預 言 者 、 彼 の 同胞 が イア ティ カー フ を 行っ た と いう 事 は 預言 者 も 預 
言 者 の 同胞 の 誰か ら も 記録 され て いな いか ら で す 。 . 


ラマ ダン の 最後 の 19 日 間 の イア ティ カー フ 


これ が イア ティ カー フ を 行う 最良 の 期間 で す 。 こ と これ は アー イシ ャ の ハデ ィ ー ス で 伝え られ て いま す : 
預言 者 は 全能 の アッ ラー が 彼 の 弄 を 引き 抜く まで ラマ ダー ン の 最後 の 10 日 間 を 崇拝 の 為 に お 龍 り し て 
いた も の で し た  ( ブ ハ ー リ の 伝承 ). 

イア ティ カー フフ を 行う 意図 の ある 者 は 誰 で も 。、 そ の 月 の 1 日 目 の サ ラー= ト ヴ ス = スズ スプ = フ を イア 
ティ ガー フ を 行う モス ズ スク で 行い 。、 次 に お 龍 り に 犬 る で し ょ う 。 アー イシ ジャ (彼女 に アッ ラー が 悦 ん 
くま の よう に LS 預言 者 は 毎年 ラマ ダー ン 月 に 、 イ アテ ィ カ ー フ を 行っ て いた 
も の で し た 。 : 聞 言 者 は サラ ー ト ウス - ス プー フ を 行っ た 時 、 イ アテ ィ カ ー フ の 場所 に 入り まし た 
( プ ハ の ハー リ の 信吉 ) 。 

イア ティ カー フ は ラマ ー ダ ン の 最後 の 日 の 日 渡 で 終了 し ます 。 し か し イー ド の 早朝 まで モス ク を 夫 
る 事 を 延期 する 事 が 勧め られ ます 。 何故 な ら 、 そ れ は 初期 の ムスリム 同胞 が そう 行っ て いた と 記録 さ 
れ て いる か ら で す 
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H イ アテ ィ カ ー フ に 潜む 莉 智 
イア ティ カー フ の 目的 は 全て の 現世 の 事柄 か ら 
自由 に な り 、 全 能 の アッ ラー の 崇拝 の み に 務 め て 
上 ずる こと で すもも た が っ っ て イア ティ リー ププ 
行う 者 は この 理由 か ら 全 て の 現世 の 事項 か ら 精 神 
を 自由 に する こと が 命じ られ ます 。 


イア ティ カー フ の 間 の 許可 さ 
れる 行為 


1. も し 誰か が その 者 に 食品 を 持っ て くる な ら 、 
飲食 な どの 必要 性 の 為 、 モ スク を 夫 る こと 。 ま た 
トイ レ に 行く 為 に 去る 事 も 許可 され ます 。 ア ー イ 
ジャル の 信 ま よる と 、 八 の よう 民 信 えて いき は きす 
預言 者 は イア ティ カー フ を 行っ て いる 間 に 、 私 に 
頭 を 近付け て いた も の で し た 。 彼 は 人 間 の 必要 
性 の 高 以 外 に は 家 に は 入り ませ ん で し た が 、 私 
は 彼 の 紙 を 杭 く 手伝い を する こと が 出来 まし た 


2 上記 の ディ ー ズ に 示さ きれ だ よう に 、 先 と と 
at a 

3. 人 々 と の 利益 の ある 議論 に 参加 する こと と 衝 
ら の こと に つい て 形 ね る こと 、 し か し て それ を し 通 
ぎる の は 良く あり ませ ん 。 何故 な ら そ れ は イア テ 
ィ カ ー フ の 目的 を 否定 する か ら で す 


ーー 


4. 彼 を 訪れ る 家族 の メン バー や 親戚 を 招い た り 
見 半 の こと 。 サ ソソ ィ シー ヤッ ピン ツン トッ ウッ ワイ ョ イ 、 
預言 者 の 妻 は 言い まし た : 私 は 一 度 夜間 に 幾つ 
か の 事 を 議論 する 区 に 、 預 言 者 が イア ティ カー 
フ を 行っ て いる 聞 に 、 六 言 者 を 訪ね た まし た 。 
その 時 、 私 が 去 ろ うと 立ち 上 が る と 、 六 言 者 は 


ママ っ て 私 の お 供 を し て くれ まし た 。 (見 送っ た 
イア ティ カー フ を 無効 に する 


ES 
1. そ の 時 が 長い か 短い か は 関係 な く 、 正 当 な 理 
由 な し に 、 意 図 的 に モス ク を 去る こと 。 これ は 
アー イシ ャ (人 彼 色 (に アッ ラー が 民 ん で くれ ます 
よう に ) は 伝え て いま す : そし て 預言 者 は 人 間 
的 な 必要 性 以外 に は その 部 屋 に 入り ませ ん で し た 
また イア ティ カー フ の 柱 で ある 、 モス 
ク を 去る こと は 彼 が モス ク に 滞在 する こと に 存続 
させ ませ ん 
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詠 式 (< サワ ム ) の 草 


2. 夜 間 に 行 われ た 時 で さえ 、 性 行為 


千 索 の アツ プー= は 時 され まし た 1 マ 
スジ ド に 件 彰 り し て いる 間 ,。 か の 女 ら 
に 交わ っ て は な ら な い } [雌牛 :187 節 ] 


この カテ ゴリ ー に 含ま れる の は 、 目 慰 
る も し くさく は 性 行 答 な じ に 婦 を 所 く よう な 
頁 飲 な 射精 に 繋が る 全て で す . 


3. ム スリ ム は ある 特定 の 期間 の 間 イ 
アテ ィ カ ー フ を 行う 意図 を 持ち 、 後 程 
それ を 中 断 し 、 そ れ を 彼 に 払い 戻す こ 
と は 許可 され ます 。 ア ー イ シャ (アッ 
ラー が 彼女 に 悦 ん で くれ まず すず よう に ) 
は 伝え まし た : も し 預言 者 が イア ティ 
カー フ を 行う 意図 が あっ た と し た ら 、 
人 は サラ ー ト ゥ スー ス ブ ー の 後に 人 訟 の 
隠居 の 場所 (モス ク の テン ト ) に 入り 
まし た 。 あ る 日 、 ラ マダ ー ン の 最後 の 
1 0 日 間 の 為 の イア ティ カー フ を 意図 
し 。 ぞ の は 行わ れれ だ の で デッド トド の 香 て 
4 も の パ き だ と 生じ まし た 。 そ の @ 修 、 
ツウ (アッ クー の 公太 に 憶 ば 0 ま 
す よ うに ) (預言 者 の 妻 ) は 彼女 の テ 
トド ト が 介 て られ かる こり うに 生じ し 。 て の は 
か の 六 言 者 の 妻 達 の 数 人 も 徐 ら の テン 
ド が 和寿 て られ る よう に 笠 じ まじ し た 。 そ 
の 後 サ ラー トゥ スー ス ブ ー の 完了 後 、 
預言 者 は モス ク 内 に ある 幾つ か の テン 
ト を 見 まし た 。 そし て 彼 は 質問 し まし 
た 。 : 「 あ な た が た は 皆 正 義 を 意図 し 
ます が か 7? その 役 彼 は 伝 の テン ト ぞ を 閉 
に じ て 、 シ シャ ウリ ワル の 最初 の 10 目 間 に 
紀 WM lO まで (で の 衝 の ) ラマ ク 
ョ ー ン 月 の イア ティ カー ツジ を ん 避 用 し まし 


Me 合意 ) 

他 の 伝承 で は 、 彼 は シャ ウ ワ ル の 最後 
の 1 0 日 間 に 支 払う まで と 伝え られ て 
いま す 。 

4 . 病人 を 見 鍵 う こと と 発 儀 に 参加 す 
の で の 

00 の ポン クイ フク クイ カー クル し て 
いる 者 ) は 祈り に 専念 し て いる 時 は 、 
病人 の 見 舞い も 発 儀 へ の 参加 も 行わ な 
い 。 
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